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はしがき

整形外科領域においても核磁気共鳴映像法(以下MRl法)による画像診断の役割が非常に

重要なものとなってきた.これまで我々は膝関節において伸展位での半月及び十字靭帯に

ついて組織像や肉眼像と対比しながら画像の解析を行ってきた.しかしMRl装置の制約上

これらはすべて膝伸展位での研究で,膝関節構成体の動的な画像解析はなされていない.

したがって今回の研究の中で膝を屈曲することにより,半月や十字靭帯の位置関係･走行

などを解析し,半月や十字靭帯損傷･変性のメカニズムを解明を試みた.

特に膝前十字執帯(以下ACL)及び半月に注目しそれらのMRl像の分類を行うとともに,

膝屈曲による形態や内部信号の変化を解明し,さらにそれらの加齢的な変化をも調査する

ことができた･これらの知見はACLや半月の変性や断裂の診断向上の一助となるものと考

える.
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